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評価方法
と基準

教科書等

定期テスト及び随時実施する小テスト　・・・８０％　　　　授業への参加態度・提出物等　・・・　２０％
評価点　６０点以上を合格とする。

　English Makeover    SEIBIDO    Nagaki Kitayama, Margaret Yamanaka, Keiichiro Fukui 著
　COCET 3300  理工系学生のための必修英単語３３００　　　SEIBIDO   亀山太一　監修
　その他　（担当者が準備するプリント教材等）
　尚、必要に応じて進度、教材を変更する場合があります。

備考
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

プリント 特殊構文
後期末試験
テスト返却 テスト返却  / 1年間のまとめ

Unit 25 仮定法 (1) ・  Famous Speakers
Unit 26 仮定法 (2) ・  How Happy Are You?
プリント 時制の一致と話法

テスト返却/ Unit 22 テスト返却 / Unit 22 前置詞 ・Japanese Anime Overseas
Unit 23 関係詞 (1) ・　The Kingdom of the Ryukyus
Unit 24 関係詞 (2) ・  Why Study English?

Unit 20 比較 (1)　・ Anna Sui
Unit 21 比較 (2)　・ Crazy Lee Makes You Crazy About English
後期中間試験

Unit 17 分詞 (2)　・　Today's Story
Unit 18 動名詞 (1)　・ Free Water?
Unit 19 動名詞 (2)　・ Mother Goose

前期末試験
テスト返却  /応用演習 テスト返却　/　ＴＯＥＩＣ，　英検問題演習など
Unit 16 分詞 (1) ・　Shakespeare's Legacy

Unit 13 態　(2)　・ The Great Pacific Garbage Patch
Unit 14 不定詞　(1)　・Surfing, an Elective
Unit 15 不定詞 (2)　・ The Talented Susan Boyle 

テスト返却/ Unit10 テスト返却　/　Unit 10  助動詞 (1) ・ Every House Must Have One
Unit 11 助動詞(2)　・ The Humble Bean 
Unit 12 態　(1) ・　You'd Better Thank a Farmer

Unit 7 / Unit 8 未来形 ・ Plug in and Drive  /進行形　・ Life is Always Changing
Ｕｎｉｔ9 完了形   ・ Microwaves in the Air  / 試験前のまとめ
前期中間試験

Unit 2 文型 (2)　・ The Ghan
Unit 3 / Unit 4 名詞　・ “Love Letters in the Sand”/　冠詞　・Put it into the “Pygg”
Unit 5 / Unit 6 代名詞 (1)  ・　My Memories of Hawaii /代名詞 (2)　Europe: Great at Any Time of Year

Unit 1 文型 (1)　・ How Old is old?

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（プログラム対象科目のみ）

実践指針のレベル
（プログラム対象科目のみ）

　　授業目標

①問題演習を通して英文の基本構造を理解し、平易な英作文ならば自在に作成出来るようになる。
②英検準２級～２級の長文読解問題に対応できるような英文法力を身に着ける。
　

授業計画

オリエンテーション 授業の進め方、評価法等の説明／　導入　　文の種類

　　授業の概要

本講座は、１，２年次に受講した英語Ｗの復習を基本とする。
重要と思われる英文法項目の問題演習とそれに関連した読解問題で構成されたテキストを軸として授業を進めるが、必要に応じて担当
者が準備したプリント教材を使用し、英文法に対して苦手意識を持つ学生が少しでも理解を深められるように工夫していく。　最終的に
は単なる再学習にとどまらず、大学教養課程レベルの英語力を身に着けることを目指す。

本校学習・教育目標（本科のみ）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成28年度　沼津工業高等専門学校シラバス

5年生

科目

英文法復習 通年

担当

廣田友子

全学科共通 English Grammar Review ２履修単位 HIROTA Tomoko


